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【手続補正書】
【提出日】令和1年12月11日(2019.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のワイヤレストランシーバデバイスにおいて、
　第２のワイヤレストランシーバデバイスに宛てられた第１のファインタイミング測定（
ＦＴＭ）メッセージを送信することと、
　受信されたメッセージを、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによって送信さ
れたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認応答するこ
とと、
　を備え、
　前記第１のＦＴＭメッセージは、第１のトークンを備えるＦＴＭ要求メッセージの前記
第２のワイヤレストランシーバデバイスからの受信に応答して送信され、前記第１のＦＴ
Ｍメッセージは、第２のトークンを備え、前記受信されたメッセージは、第３のトークン
を備え、前記受信されたメッセージを、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによ
って送信されたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認
応答することは、前記第３のトークンを、前記第１のトークンと前記第２のトークンとの
関数として計算された値と比較することをさらに備える、方法。
【請求項２】
　前記受信されたメッセージを、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによって送
信されたものとして認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認応答することに応
答して、前記受信されたメッセージの到着時間を示す１つまたは複数のパラメータを備え
る、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスに宛てられた第２のＦＴＭメッセージを
送信すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記受信されたメッセージを、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによって送
信されたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認応答す
ることは、ソースデバイスを示す前記受信されたメッセージ中の１つまたは複数のパラメ
ータに少なくとも部分的に基づいて前記受信されたメッセージを認証することを備える、
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請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記１つまたは複数のパラメータは、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスのＢ
ＳＳＩＤを示す、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記受信されたメッセージは、前記第１のＦＴＭメッセージが前記第２のワイヤレスト
ランシーバデバイスにおいて受信された時間と、前記受信されたメッセージが前記第２の
ワイヤレストランシーバデバイスから送信された時間とを示す１つまたは複数のパラメー
タを備え、前記受信されたメッセージを、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスに
よって送信されたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確
認応答することは、前記受信されたメッセージの到着時間を、前記第１のＦＴＭメッセー
ジが前記第２のワイヤレストランシーバデバイスにおいて受信された前記時間と、前記受
信されたメッセージが前記第２のワイヤレストランシーバデバイスから送信された前記時
間とを示す前記１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づく値と比較するこ
とをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２のワイヤレストランシーバデバイスに宛てられた第２のＦＴＭメッセージを送
信することと、前記第２のＦＴＭメッセージは、第４のトークンを備える、
　第５のトークンの、前記第１のトークンと前記第４のトークンとの関数として計算され
た値に対する比較に少なくとも部分的に基づいて、第２の受信されたメッセージの受信を
、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによって送信されたものとして条件付きで
認証し、前記第２のＦＴＭメッセージの受信を確認応答することと、前記第２の受信され
たメッセージは、前記第５のトークンを備える、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のＦＴＭメッセージは、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスから送信
されたＦＴＭ要求メッセージの受信に応答して送信され、前記ＦＴＭ要求メッセージは、
ＦＴＭメッセージの受信を確認応答するメッセージの認証を指定する値を「トリガ」フィ
ールド中に備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　第１のワイヤレス局（ＳＴＡ）であって、
　通信ネットワークにメッセージを送信し、通信ネットワークからメッセージを受信する
ためのワイヤレストランシーバと、
　前記ワイヤレストランシーバに結合されたプロセッサと、前記プロセッサは、
　　前記ワイヤレストランシーバを通じた第１のファインタイミング測定（ＦＴＭ）メッ
セージの送信を開始することと、前記第１のＦＴＭメッセージは、第２のＳＴＡに宛てら
れる、
　　前記ワイヤレストランシーバにおいて受信されたメッセージを、前記第２のＳＴＡに
よって送信されたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確
認応答することと
　を行うように構成され、
　　前記第１のＦＴＭメッセージは、第１のトークンを備えるＦＴＭ要求メッセージの前
記第２のＳＴＡからの受信に応答して送信され、前記第１のＦＴＭメッセージは、第２の
トークンを備え、前記ワイヤレストランシーバにおいて受信された前記メッセージは、第
３のトークンを備え、前記プロセッサは、前記第３のトークンを、前記第１のトークンと
前記第２のトークンとの関数として計算された値と比較することによって、前記ワイヤレ
ストランシーバにおいて受信された前記メッセージを、前記第２のＳＴＡによって送信さ
れたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認応答するよ
うにさらに構成される、
　を備える、第１のＳＴＡ。
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【請求項９】
　前記プロセッサは、
　前記ワイヤレストランシーバにおいて受信された前記メッセージを、前記第２のＳＴＡ
によって送信されたものとして認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認応答す
ることに応答して、前記ワイヤレストランシーバにおいて受信された前記メッセージの到
着時間を示す１つまたは複数のパラメータを備える、前記第２のＳＴＡに宛てられた第２
のＦＴＭメッセージの前記ワイヤレストランシーバを通じた送信を開始すること
　を行うようにさらに構成される、請求項８に記載の第１のＳＴＡ。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、ソースデバイスを示す、前記ワイヤレストランシーバにおいて受信
された前記メッセージ中の１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づいて、
前記ワイヤレストランシーバにおいて受信された前記メッセージを認証することによって
、前記ワイヤレストランシーバにおいて受信された前記メッセージを、前記第２のＳＴＡ
によって送信されたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を
確認応答するようにさらに構成される、請求項８に記載の第１のＳＴＡ。
【請求項１１】
　前記１つまたは複数のパラメータは、前記第２のＳＴＡのＢＳＳＩＤを示す、請求項１
０に記載の第１のＳＴＡ。
【請求項１２】
　前記ワイヤレストランシーバにおいて受信された前記メッセージは、前記第１のＦＴＭ
メッセージが前記第２のＳＴＡにおいて受信された時間と、前記ワイヤレストランシーバ
において受信された前記メッセージが前記第２のＳＴＡから送信された時間とを示す１つ
または複数のパラメータを備え、前記プロセッサは、前記ワイヤレストランシーバにおけ
る前記メッセージの到着時間を、前記第１のＦＴＭメッセージが前記第２のＳＴＡにおい
て受信された前記時間と、前記ワイヤレストランシーバにおいて受信された前記メッセー
ジが前記第２のＳＴＡから送信された前記時間とを示す前記１つまたは複数のパラメータ
に少なくとも部分的に基づく値と比較することによって、前記ワイヤレストランシーバに
おいて受信された前記メッセージを、前記第２のＳＴＡによって送信されたものとして条
件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認応答するようにさらに構成さ
れる、請求項８に記載の第１のＳＴＡ。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、
　前記第２のＳＴＡに宛てられた第２のＦＴＭメッセージの送信を開始することと、前記
第２のＦＴＭメッセージは、第４のトークンを備える、
　第５のトークンの、前記第１のトークンと前記第４のトークンとの関数として計算され
た値に対する比較に少なくとも部分的に基づいて、第２の受信されたメッセージの受信を
、前記第２のＳＴＡによって送信されたものとして条件付きで認証し、前記第２のＦＴＭ
メッセージの受信を確認応答することと、前記第２の受信されたメッセージは、前記第５
のトークンを備える、
　を行うようにさらに構成される、請求項８に記載の第１のＳＴＡ。
【請求項１４】
　前記第１のＦＴＭメッセージは、前記第２のＳＴＡから送信されたＦＴＭ要求メッセー
ジの受信に応答して送信され、前記ＦＴＭ要求メッセージは、ＦＴＭメッセージの受信を
確認応答するメッセージの認証を指定する値を「トリガ」フィールド中に備える、請求項
８に記載の第１のＳＴＡ。
【請求項１５】
請求項１乃至７のいずれかに記載の方法のステップを実行する　ように第１のワイヤレス
トランシーバデバイスのプロセッサによって実行可能である記憶されたコンピュータ可読
命令を備える、非一時的記憶媒体。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　[00079]説明を容易にするために、（ネットワーキングデバイスとも呼ばれる）ネット
ワークデバイスは、コンピューティングデバイスの観点から具現化および／または説明さ
れうることが理解されるべきである。しかしながら、この説明は決して、特許請求される
主題がコンピューティングデバイスおよび／またはネットワークデバイスのような一実施
形態に限定されると解釈されるべきではなく、代わりに、例えば、１つまたは複数の例示
的な例を含む多様なデバイスまたはそれらの組み合わせとして具現化されうることがさら
に理解されるべきである。１つのインプリメンテーション、あるインプリメンテーション
、一実施形態、ある実施形態、および／または同様のものに対するこの明細書全体を通じ
た言及は、特定のインプリメンテーションおよび／または実施形態に関連して説明された
特定の特徴、構造、および／または特性が特許請求される主題の少なくとも１つのインプ
リメンテーションおよび／または実施形態中に含まれることを意味する。このことから、
例えば、この明細書全体を通じた様々な場所におけるそのようなフレーズの出現は、同じ
インプリメンテーションまたは説明された任意の１つの特定のインプリメンテーションを
指すことを必ずしも意図されていない。さらに、説明された特定の特徴、構造、および／
または特性は、１つまたは複数のインプリメンテーションにおいて様々な方法で組み合わ
されることが可能であり、したがって、例えば、意図される特許請求の範囲内にあること
が理解されるべきである。一般には、当然ながら、これらおよび他の問題は、コンテキス
トによって異なる。したがって、使用および／または説明の特定のコンテキストは、引き
出される推論に関する役に立つ指針を提供する。実例的な特徴であると現在考えられてい
るものが例示および説明されてきたが、特許請求される主題から逸脱することなしに、様
々な他の修正がなされ、同等物が代用されうることが当業者によって理解されるであろう
。加えて、ここに説明された中心的な概念から逸脱することなしに、特許請求される主題
の教示に特定の状況を適合させるために、多くの修正がなされうる。したがって、特許請
求される主題は、開示された特定の例に限定されないが、そのような特許請求される主題
はまた、添付された特許請求の範囲内に含まれる全ての態様およびそれらの同等物を含み
うることが意図される。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　第１のワイヤレストランシーバデバイスにおいて、
　第２のワイヤレストランシーバデバイスに宛てられた第１のファインタイミング測定（
ＦＴＭ）メッセージを送信することと、
　受信されたメッセージを、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによって送信さ
れたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認応答するこ
とと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記受信されたメッセージを、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによって送
信されたものであり、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認応答するものとして認証
することに応答して、前記受信されたメッセージの到着時間を示す１つまたは複数のパラ
メータを備える、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスに宛てられた第２のＦＴＭ
メッセージを送信すること
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記受信されたメッセージを、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによって送
信されたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認応答す
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ることは、ソースデバイスを示す前記受信されたメッセージ中の１つまたは複数のパラメ
ータに少なくとも部分的に基づいて前記受信されたメッセージを認証することを備える、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記１つまたは複数のパラメータは、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスのＢ
ＳＳＩＤを示す、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記受信されたメッセージは、前記第１のＦＴＭメッセージが前記第２のワイヤレスト
ランシーバデバイスにおいて受信された時間と、前記受信されたメッセージが前記第２の
ワイヤレストランシーバデバイスから送信された時間とを示す１つまたは複数のパラメー
タを備え、前記受信されたメッセージを、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスに
よって送信されたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確
認応答することは、前記受信されたメッセージの到着時間を、前記第１のＦＴＭメッセー
ジが前記第２のワイヤレストランシーバデバイスにおいて受信された前記時間と、前記受
信されたメッセージが前記第２のワイヤレストランシーバデバイスから送信された前記時
間とを示す前記１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づく値と比較するこ
とをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記第１のＦＴＭメッセージは、第１のトークンを備えるＦＴＭ要求メッセージの前記
第２のワイヤレストランシーバデバイスからの受信に応答して送信され、前記第１のＦＴ
Ｍメッセージは、第２のトークンを備え、前記受信されたメッセージは、第３のトークン
を備え、前記受信されたメッセージを、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによ
って送信されたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認
応答することは、前記第３のトークンを、前記第１のトークンと前記第２のトークンとの
関数として計算された値に対して比較することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記第２のワイヤレストランシーバデバイスに宛てられた第２のＦＴＭメッセージを送
信することと、前記第２のＦＴＭメッセージは、第４のトークンを備える、
　第５のトークンの、前記第１のトークンと前記第４のトークンとの関数として計算され
た値に対する比較に少なくとも部分的に基づいて、第２の受信されたメッセージの受信を
、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによって送信されたものとして条件付きで
認証し、前記第２のＦＴＭメッセージの受信を確認応答することと、前記第２の受信され
たメッセージは、前記第５のトークンを備える、
　をさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記第１のＦＴＭメッセージは、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスから送信
されたＦＴＭ要求メッセージの受信に応答して送信され、前記ＦＴＭ要求メッセージは、
ＦＴＭメッセージの受信を確認応答するメッセージの認証を指定する値を「トリガ」フィ
ールド中に備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　第１のワイヤレス局（ＳＴＡ）であって、
　通信ネットワークにメッセージを送信し、通信ネットワークからメッセージを受信する
ためのワイヤレストランシーバと、
　前記ワイヤレストランシーバに結合されたプロセッサと、前記プロセッサは、
　　前記ワイヤレストランシーバを通じた第１のファインタイミング測定（ＦＴＭ）メッ
セージの送信を開始することと、前記第１のＦＴＭメッセージは、第２のＳＴＡに宛てら
れる、
　　前記ワイヤレストランシーバにおいて受信されたメッセージを、前記第２のＳＴＡに
よって送信されたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確
認応答することと
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　を行うように構成される、
　を備える、第１のＳＴＡ。
［Ｃ１０］
　前記プロセッサは、
　前記ワイヤレストランシーバにおいて受信された前記メッセージを、前記第２のＳＴＡ
によって送信されたものであり、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認応答するもの
として認証することに応答して、前記ワイヤレストランシーバにおいて受信された前記メ
ッセージの到着時間を示す１つまたは複数のパラメータを備える、前記第２のＳＴＡに宛
てられた第２のＦＴＭメッセージの前記ワイヤレストランシーバを通じた送信を開始する
こと
　を行うようにさらに構成される、Ｃ９に記載の第１のＳＴＡ。
［Ｃ１１］
　前記プロセッサは、ソースデバイスを示す、前記ワイヤレストランシーバにおいて受信
された前記メッセージ中の１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づいて、
前記ワイヤレストランシーバにおいて受信された前記メッセージを認証することによって
、前記ワイヤレストランシーバにおいて受信された前記メッセージを、前記第２のＳＴＡ
によって送信されたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を
確認応答するようにさらに構成される、Ｃ９に記載の第１のＳＴＡ。
［Ｃ１２］
　前記１つまたは複数のパラメータは、前記第２のＳＴＡのＢＳＳＩＤを示す、Ｃ１１に
記載の第１のＳＴＡ。
［Ｃ１３］
　前記ワイヤレストランシーバにおいて受信された前記メッセージは、前記第１のＦＴＭ
メッセージが前記第２のＳＴＡにおいて受信された時間と、前記ワイヤレストランシーバ
において受信された前記メッセージが前記第２のＳＴＡから送信された時間とを示す１つ
または複数のパラメータを備え、前記プロセッサは、前記ワイヤレストランシーバにおけ
る前記メッセージの到着時間を、前記第１のＦＴＭメッセージが前記第２のＳＴＡにおい
て受信された前記時間と、前記ワイヤレストランシーバにおいて受信された前記メッセー
ジが前記第２のＳＴＡから送信された前記時間とを示す前記１つまたは複数のパラメータ
に少なくとも部分的に基づく値と比較することによって、前記ワイヤレストランシーバに
おいて受信された前記メッセージを、前記第２のＳＴＡによって送信されたものとして条
件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認応答するようにさらに構成さ
れる、Ｃ９に記載の第１のＳＴＡ。
［Ｃ１４］
　前記第１のＦＴＭメッセージは、第１のトークンを備えるＦＴＭ要求メッセージの前記
第２のＳＴＡからの受信に応答して送信され、前記第１のＦＴＭメッセージは、第２のト
ークンを備え、前記ワイヤレストランシーバにおいて受信された前記メッセージは、第３
のトークンを備え、前記プロセッサは、前記第３のトークンを、前記第１のトークンと前
記第２のトークンとの関数として計算された値に対して比較することによって、前記ワイ
ヤレストランシーバにおいて受信された前記メッセージを、前記第２のＳＴＡによって送
信されたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認応答す
るようにさらに構成される、Ｃ９に記載の第１のＳＴＡ。
［Ｃ１５］
　前記プロセッサは、
　前記第２のＳＴＡに宛てられた第２のＦＴＭメッセージの送信を開始することと、前記
第２のＦＴＭメッセージは、第４のトークンを備える、
　第５のトークンの、前記第１のトークンと前記第４のトークンとの関数として計算され
た値に対する比較に少なくとも部分的に基づいて、第２の受信されたメッセージの受信を
、前記第２のＳＴＡによって送信されたものとして条件付きで認証し、前記第２のＦＴＭ
メッセージの受信を確認応答することと、前記第２の受信されたメッセージは、前記第５
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のトークンを備える、
　を行うようにさらに構成される、Ｃ１４に記載の第１のＳＴＡ。
［Ｃ１６］
　前記第１のＦＴＭメッセージは、前記第２のＳＴＡから送信されたＦＴＭ要求メッセー
ジの受信に応答して送信され、前記ＦＴＭ要求メッセージは、ＦＴＭメッセージの受信を
確認応答するメッセージの認証を指定する値を「トリガ」フィールド中に備える、Ｃ９に
記載の第１のＳＴＡ。
［Ｃ１７］
　第１のワイヤレストランシーバデバイスであって、
　第２のワイヤレストランシーバデバイスに宛てられた第１のファインタイミング測定（
ＦＴＭ）メッセージを送信するための手段と、
　受信されたメッセージを、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによって送信さ
れたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認応答するた
めの手段と
　を備える、第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ１８］
　前記受信されたメッセージを、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによって送
信されたものであり、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認応答するものとして認証
することに応答して、前記受信されたメッセージの到着時間を示す１つまたは複数のパラ
メータを備える、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスに宛てられた第２のＦＴＭ
メッセージを送信するための手段
　をさらに備える、Ｃ１７に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ１９］
　前記受信されたメッセージを、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによって送
信されたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認応答す
るための前記手段は、ソースデバイスを示す前記受信されたメッセージ中の１つまたは複
数のパラメータに少なくとも部分的に基づいて前記受信されたメッセージを認証するため
の手段を備える、Ｃ１７に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ２０］
　前記１つまたは複数のパラメータは、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスのＢ
ＳＳＩＤを示す、Ｃ１９に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ２１］
　前記受信されたメッセージは、前記第１のＦＴＭメッセージが前記第２のワイヤレスト
ランシーバデバイスにおいて受信された時間と、前記受信されたメッセージが前記第２の
ワイヤレストランシーバデバイスから送信された時間とを示す１つまたは複数のパラメー
タを備え、前記受信されたメッセージを、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスに
よって送信されたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確
認応答するための前記手段は、前記受信されたメッセージの到着時間を、前記第１のＦＴ
Ｍメッセージが前記第２のワイヤレストランシーバデバイスにおいて受信された前記時間
と、前記受信されたメッセージが前記第２のワイヤレストランシーバデバイスから送信さ
れた前記時間とを示す前記１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づく値と
比較するための手段をさらに備える、Ｃ１７に記載の第１のワイヤレストランシーバデバ
イス。
［Ｃ２２］
　前記第１のＦＴＭメッセージは、第１のトークンを備えるＦＴＭ要求メッセージの前記
第２のワイヤレストランシーバデバイスからの受信に応答して送信され、前記第１のＦＴ
Ｍメッセージは、第２のトークンを備え、前記受信されたメッセージは、第３のトークン
を備え、前記受信されたメッセージを、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによ
って送信されたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認
応答するための前記手段は、前記第３のトークンを、前記第１のトークンと前記第２のト
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ークンとの関数として計算された値に対して比較するための手段をさらに備える、Ｃ１７
に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ２３］
　前記第１のＦＴＭメッセージは、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスから送信
されたＦＴＭ要求メッセージの受信に応答して送信され、前記ＦＴＭ要求メッセージは、
ＦＴＭメッセージの受信を確認応答するメッセージの認証を指定する値を「トリガ」フィ
ールド中に備える、Ｃ１７に記載の第１のワイヤレストランシーバデバイス。
［Ｃ２４］
　非一時的記憶媒体であって、
　第１のファインタイミング測定（ＦＴＭ）メッセージの送信を開始することと、前記第
１のＦＴＭメッセージは、第２のワイヤレストランシーバデバイスに宛てられる、
　受信されたメッセージを、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによって送信さ
れたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認応答するこ
とと
　を行うように第１のワイヤレストランシーバデバイスのプロセッサによって実行可能で
ある記憶されたコンピュータ可読命令を備える、非一時的記憶媒体。
［Ｃ２５］
　前記受信されたメッセージを、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによって送
信されたものであり、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認応答するものとして認証
することに応答して、前記受信されたメッセージの到着時間を示す１つまたは複数のパラ
メータを備える、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスに宛てられた第２のＦＴＭ
メッセージの送信を開始すること
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である命令をさらに備える、Ｃ２４に記
載の記憶媒体。
［Ｃ２６］
　ソースデバイスを示す前記受信されたメッセージ中の１つまたは複数のパラメータに少
なくとも部分的に基づいて前記受信されたメッセージを認証することによって、前記受信
されたメッセージを、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによって送信されたも
のとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認応答することを行
うように前記プロセッサによって実行可能である命令をさらに備える、Ｃ２４に記載の記
憶媒体。
［Ｃ２７］
　前記１つまたは複数のパラメータは、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスのＢ
ＳＳＩＤを示す、Ｃ２６に記載の記憶媒体。
［Ｃ２８］
　前記受信されたメッセージは、前記第１のＦＴＭメッセージが前記第２のワイヤレスト
ランシーバデバイスにおいて受信された時間と、前記受信されたメッセージが前記第２の
ワイヤレストランシーバデバイスから送信された時間とを示す１つまたは複数のパラメー
タを備え、前記命令は、前記受信されたメッセージの到着時間を、前記第１のＦＴＭメッ
セージが前記第２のワイヤレストランシーバデバイスにおいて受信された前記時間と、前
記受信されたメッセージが前記第２のワイヤレストランシーバデバイスから送信された前
記時間とを示す前記１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に基づく値と比較す
ることによって、前記受信されたメッセージを、前記第２のワイヤレストランシーバデバ
イスによって送信されたものとして条件付きで認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受
信を確認応答することを行うように前記プロセッサによってさらに実行可能である、Ｃ２
４に記載の記憶媒体。
［Ｃ２９］
　前記第１のＦＴＭメッセージは、第１のトークンを備えるＦＴＭ要求メッセージの前記
第２のワイヤレストランシーバデバイスからの受信に応答して送信され、前記第１のＦＴ
Ｍメッセージは、第２のトークンを備え、前記受信されたメッセージは、第３のトークン
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を備え、前記命令は、前記第３のトークンを、前記第１のトークンと前記第２のトークン
との関数として計算された値に対して比較することによって、前記受信されたメッセージ
を、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスによって送信されたものとして条件付き
で認証し、前記第１のＦＴＭメッセージの受信を確認応答することを行うように前記プロ
セッサによってさらに実行可能である、Ｃ２４に記載の記憶媒体。
［Ｃ３０］
　前記第１のＦＴＭメッセージは、前記第２のワイヤレストランシーバデバイスから送信
されたＦＴＭ要求メッセージの受信に応答して送信され、前記ＦＴＭ要求メッセージは、
ＦＴＭメッセージの受信を確認応答するメッセージの認証を指定する値を「トリガ」フィ
ールド中に備える、Ｃ２４に記載の記憶媒体。
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